
国際農業研究成果情報（平成5年度）

熱帯反すう家畜ル ー メン内の繊維分解菌の検索とその特性

［要約］マレイシアの水牛とケダーケランタン牛のルー メン内より繊維分解菌，ファイプロバクター サクシノジュネ
五，ルミノコッカスアルプス，ルミノコッカスフラヴェファシェンスを分離した。菌の 繊維分解能は水牛由来株の方がケ
ダーケランタン牛由来株よりも強力で，高頻度の継代培養で高まり，菌株の保存は摂氏 4 度で 1 カ月可能であった。
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部会名 国際農業 専門 畜産 対象 1 乳 ・ 肉牛 分類 2

［背景・ねらい］

熱帯地域には肥育の不十分な家畜が多く， 特に牛の栄養条件向上のためには， その消化生理機能

に係わるルー メン微生物の性質 ・ 役割を解明し， 微生物相の改善を固ることが重要である。 一方，

水牛は同様な条件で飼養されているにもかかわらず， 肥育上の問題点は少ない。 これは水牛のルー

メン微生物， 特に繊維分解菌が粗飼料をより有効に利用できるためであると考えられるが， この種

の研究は殆ど行われていない。 この様な繊維分解菌の研究が，熱帯地域の反すう家畜の生産性向上

に役立つと期待される。

［成果の内容•特徴］

① 水牛及びケダー ケランタン (KK) 牛より繊維分解菌，

フラヴェファシェンスが分離され，

KK牛：総分離株126株中87

ルミノコッカス アルブス， ルミノコッカス

クター

ファイブロバクター サクシノジェネス，

サクシノジェネスが最優勢（水牛：総分離株111株中91株，

ファイブロバ

株）であった。

② 水牛由来及びKK由来のファイブロバクター サクシノジェネスの発酵生産物は多量の酢酸と

コハク酸を産生するという点と同じであったが， 水牛由来株のあるものは少量の乳酸と酪酸も産

（表1)。

繊維分解能力は水牛由来株の方が， KK牛由来株よりも強力であった（表1)。

繊維分解菌は， 継代培養を高頻度に行うほど繊維分解能が高度に発現した（図1)。

繊維分解菌は， 摂氏4度で4週間生存しかつ繊維分解能を有することが明らかになった。（図

2)。

繊維分解菌は， 可溶性炭水化物特にグルコ ースの使用により， 繊維分解能が著しく低下した。

これまで困難であるとされてきた繊維分解菌の簡易分離法を開発した。

生した

③

④

⑤
 

⑥

⑦
 

［成果の活用面・留意点］

分離された繊維分解菌， 特に水牛由来株はこれまで先進諸国で分離されたものと異なる部分が有

り，学問及び産業面で広く使用される可能性がある。 特に，ファイブロバクター サクシノジェネス

わずか数株しか分離されておらず， 基礎研究が不十分であった。はこれまで，
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［具体的デー タ］

表 1 : KK牛と水牛のルー メンから分離されたファイ
プロバクタ ー サクシノジェネスの発酵生産物

菌株

KK牛（水牛）

発酵生産物(mM) ＊

酢酸 酪酸 コハク酸 乳酸

KK牛（水牛） KK牛（水牛） KK牛（水牛） KK牛（水牛）
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＊培養液は 30mg のワットマン セルロ ー ス紙を含む 1 0 m lのスコットとデホリテ ー

の培地で摂氏 3 9 度 5 日間培養された。 繊維分解能の高い順にそれぞれ 6 株を並べた。
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培養日数

毎日継代培漿された菌株
2日毎に継代培狼された菌株
5日毎に継代培養された菌株
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図1 : 継代培養がファイプロバクタ ー サクシノ
ジェネス(A及びB)の2株及びルミノコッ
カス アルプス (C及びD) の2株による
繊維分解に及ぽす効果。
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：繊維分解能を有する細菌株の割合
：生存能を有する細菌株の割合

図2 : ファイプロパクタ ー サクノジェネスの
摂氏4度における生存能と繊維分解能の
維持。

［その他］

研究課題名：熱帯反すう家畜の特異的消化機能の解明と利用

予算区分：国際プロ［反すう機能］

研 究 期間：平成元年,....__, 5年

研究担当者：工藤 博， マレイシア農業大学， カナダ農務省レスブリッヂ国立研究所

発表論文等： Kudo, H. et. al. (1993). Comparative study on cellulolytic bacteria isolated from a

cattle and water buffalo. 

Micro biol. 

Review. In: Microbes in biotechnology. Malaysian 

and Universiti Pertanian Malaysia. p. 51-62. 

-18-




